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心身症児c漫性尋麻疹）の母親に対する

　　　　並行母親面接に関する一考察
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I．はじめに

　心身症は，1970年に日本精神身体医学会において，

「身体症状を主とするが，その診断と治療に心理的因子

についての配慮がとくに重要な意味をもつ病態」と定義

されている。さらに，「身体的原因によって発症した疾

患であっても，その経過に心理的な因子が重要な役割を

演ずるようになった症例は，心身症として扱ったほうが

よい」とされている。その症状，病態はさまざまで，胃

潰瘍，気管支喘息，関節リウマチ，皮膚炎などは，その

代表的なものである。特に，小児心身症は，「心理的要

因が強く関与し，心身反応（あるいは，精神生理反応）

の障害（不適応状態）として，身体症状，疾患，神経性

習癖などを現わし，心理的治療や環境調整がきわめて

有効と予想される病態である，」と云われている（高木

ユ985）。

　心身症の症状形成のメカニズムについては，生理学的

立場から，キャノン（Cannon，WB）の緊急反応，セ

リェ（Se1ye，H．）の汎適応症候群などの理論がある。ま

た心理学的にも，精神交互作用（森田理論），暗示作用，

転換メカニズムなど考えられている。

　更に，子どもに心身症が起こりやすい理由として，高

木は，発達的観点から次の5項目をあげている。

　（1〕精神身体ともに未熟，未分化で，その反応は全体

的で極端，種々の障害を起こしやすい。

　（2）問脳および大脳辺縁系（旧皮質）に比し，大脳新

皮質の発育が不十分であるため，感情を理性で統御する

ことが非常に困難である。
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　（3〕子どもの発達は決して直線的ではない。幼児期

（3～5才）および思春期は，ホルモン系の機能的変化

が著しいので，ホルモン系，自律神経系，情動などの機

能のバランスが乱れ，俸害が起こりやすい。その結果，

心身機能における不適応反応や問題行動が多く発生す
る。

　（4）発育の旺盛な時期には，生のエネルギー（成長・

発達の潜在力，衝動など）と外部環境との摩擦や抑圧に

よって欲求不満が起こりやすいので，このとき心身の不

適応反応が現われる。

　（5）子どもは経験に乏しく，いろいろの事態を正しく

理解し，適当に調節し処理することが困難である。心理

的防衛機制の発達も不十分である。

　心身症の治療には，特有の治療法があるわけではない

が，特に子どもの場合，親の参加がきわめて重要である

ことは，臨床的に充分実証されている。また近年，家族

全体を治療対象として治療が展開される精神療法が，家

族療法あるいは，家族カウンセリングとして注目される

ようになってきている。

　筆者は，子どもの問題で来談した母親に，母親面接を

行なうことの有効性について，一吃音児の母親の治療実

践を通して考察した。（大西，小椋，1982）

　本稿は，慢性尋麻疹の子どもの治療に来所した母親に

対して，子どもの治療と並行して行なった母親面接の経

過を述べ，母子関係の変容と子どもの症状の変化，また

症状発生の要因について考察したい。

皿．事　　　例

　（1）クライェント；長男（以下Yと記す。5才6ケ

月）の慢性尋麻疹のことで来談した母親（以下Mと記
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す。）20代後半。

　（2）家族構成

　夫（31才）本人，長男Y，長女H（2才7ケ月）

　（3）家庭状況

　夫婦で飲食店経営。両隣りに夫の両親と夫の異母兄

（次男）の家族が住んでいる。夫の母親は後妻で，先妻

の長男とは3才しか違わず，語いがあり，家を出てしま

った。跡をついでいるのは次兄である。夫には異母兄2

人と異母姉が1人いる。かなりの財産があるので，2年

前（夫の）父親の財産相続を巡って大騒ぎがあった。夫

の母（姑）は，一人息子の嫁ということで，Mを特別扱

いしているが，それが却って義兄の嫁などとの板ばさみ

になって辛いことが面接中明らかにされた（24回）。

　（4）相談歴

　Y4才6ケ月時（夏の終り頃），首から上と上下肢の

関節から先を除いた全身に尋麻疹がでだした。皮膚科を

受診し，投薬を受けたが，3日問発疹（服薬）2日問消

失（服薬せず），また3日問発疹という状態が年末まで

続いた。翌年1月（4：ユユ），総合病院小児科受診，「慢

性尋麻疹」と診断。しかし，アレルゲンはなく，精神的

な原因を疑われて，某相談機関を紹介され，そこの心理

臨床家に，Yは遊戯療法，Mは育児についての指導助言

を計8回受ける（2月一4月）。症状の一時沈静はみら

れたが，再発したため，8月より上記治療者がYの遊戯

療法に専念し，筆者が母親面接に携わることとなった。

　（5）Yの生育歴

　満期正常産。ユケ月問混合栄養。以後人工栄養。発達

上特に問題なし。1才半よりMは店に出，Yは父方祖母

に世話してもらう。2才2ケ月の時保育所入所。3才時

妹誕生。3才4ケ月の時，父方祖父が病気になり，Mが

看病せねばならず，Yは大阪の母方祖母に預けられる。

1ケ月目祖母から「しょげかえっていて見てられないの

で迎えに来るように」との電話があったが，その時に迎

えに行けず，それから1ケ月後ひきとりに行く。初回時

Yは保育所に通っており，妹は祖母の家で祖母が養育す

る。Yは帰宅して祖母の家に行こうとするが，妹と一緒

だとけんかしていけないというのでYだけ帰される。父

母に甘えようとするが，「今お客様だから」と云われ，

黙って二階にあがり，一人でテレビを見ていることが多

い。家では妹をいじめることはない。保育所では友だち

多く活発である。

　（6）初回面接時の母親の印象

　スラッとして，均整のとれたスタイル，色白の美人で

やさしそうな顔つき。話は表面的でやや防衛が強い感じ

を受ける。落ちついて，おとなしい感じ。Yのことを述

べるのに淡々としすぎているという感じがする。

　（7）Yの印象

　体格は普通・一色黒で活発そうだが・筆者に対してはは

にかみが強く，しゃべらない。

　（8）治療方針

　これまで母子に同一の治療者が関わってきたが，治療

効果がみられず，特に親の治療への動機づけが得られな

かったようである。そこで，子どもと母親の担当者を別

にして，相互に情報交換をしつつ，子どもの治療の補助

手段として母親面接を行なうこととなった。母親面接に

おいては，母親の気持を受容し，支持的（supPortive）

に関わり，子どもの治療に対して協力的になってもら

い，Yの生活環境を改善していくよう，適宜助言を与え

ることとした。また，かかりつけの医師からの投薬は続

けている。

皿．面　接　経　過

　面接は，19××年8月1日より翌年7月ユ7日まで計29

回行なった。以下面接経過を母子関係の変化に焦点をあ

てて，初期（治療導入期），中期（展開期），後期（終結

期）の3期に分けて記述する。Yの尋麻疹の状態（母親

陳述）については，別に抜き出して表1にまとめた。

　（1〕初期　（第1回8／1～第ユO回ユ／8）

　この期は，Mの方の都合（Yの交通事故，妹の病気な

ど）や筆者の都合がうまくつかず，面接は軌道に乗って

いない。またMの母親面接へのモチベーションは高くな

い時期。

　第1回Yは尋麻疹のことを云われるのを嫌がる。妹

の面倒をよく見るし，あまり手のかからない子である。

Yに対して祖母（Mの姑）がとても甘やかすから，せめ

て家でMが見ているときぐらい，きちんとしつけなけれ

ばという気があって，あまり甘やかすことをしなかった

し，Yの方から廿えたがるということもなかった。

　第2回　生育吏（前記）を語る。あまりべたべたくっ

つかないし，親離れがよく，とても楽な子であった。Y

3才の夏，大阪の祖母に預けた時のこと。ここへ来るよ

うになってから，今までの自分の養育態度について反省

するようになった。今思えば，あまり甘やかすことをし

なかったし，話しかけてやったりすることも少なかった

と思う。尋麻疹の前は凌尿があった。Mと姑の関係，Y

と父の関係は別に悪くない。Yは，最近べたべた甘えた

り，幼児語を遣ったりする。

　第3回保育所で，この頃よくキックしたり，叩いた

りすると友だちのお母さんが園に文旬を云われ，園から
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連絡があった。多分雨降り続きで外で遊べないから不満

があって暴れるのだろう。夫は子どもの喧嘩だから気に

しなくていいと云う。妹としょっちゅう喧嘩してよく泣

かすので，Yを叱ることが多い。父とは，相当激しい運

動や遊びの相手をしてもらっている。

　第4回　尋麻疹が出たのを見た時，その日一日のMの

行動をふりかえってみて，Yちゃんに悪いようなことは

何もしていない。むしろYちゃんとつきあう時間はいつ

もより長かったし，いい感じだったと思う。お祭りに連

れて行ったりして，Yちゃんもとても喜んでいた。そう

いう後で出たものだから，あんまり（自分の行動と）関

係ないんじゃないかと思った。保育園へ一日保母で行っ

たけど，YはMを全く無視して傍によって来ず，よそよ

そしい。恥かしがりやだからとも思ったけど，先生も

「Yちゃんは変だね。はずかしいんだね」と云われた。

婚家先の複雑な人問関係について話す（前記）。

　第5回　（2ケ月ぷりの面接，Y交通事故）Yの交通

事故の話。不幸中の幸で打撲だけだったので，通院で治

癒したのでほっとした。MがYを賞めてやったり，声を

かけてやったりした時，ぺたぺたと甘える感じで，幼児

語をしきりに遣う。赤ちゃんの時から一人で寝ていて，

Mのところへ入ってくることなどほとんどない。Mは添

寝など絶対に出来ず，自分一人でないと寝れないから，

小さい時からそのようにしている。

　第6回　（1ケ月ぷりの来室）ここに来ている時はあ

まり出ないのに，来なくなると出るような気がする。2

才で保育園にいれたことと，大阪に2ケ月預けたこと

が，Yにとって大変ショックであったのだと思う。「本

当にかわいそうなことをしました」と述べる。保育園へ

4月から入れて9月いっばい，まる5ケ月泣き通しだっ

た。この2つのこと以外には，Yの尋麻疹の原因となる

ような出来事は全く思いつかない。尋麻疹が出るように

なってから，また交通事故にあった時などに，とても過

敏で神経質な子だということがわかった。

　第7回Yはよく動きまわってじっとしていない。母

子関係についても何ら気にかかることはない。

　12〕中期（第11回1／19～第23回5／6）

　Yの尋麻疹の症状は固定化し，更にはこれまでにない

最悪の状態だという程ひどくなった。Mは，徐々に自分

とYとのかかわり方に気づき，これまでの養育態度をふ

りかえり，問いかえす作業をしていった。筆者に対し

て，時には不信感が強まったり，Yの症状は精神的なも

のとの診断を否定したくなったり，それでも自分との関

わりがYの情緒的安定と充分関わりがあるという気もし

て，そうした葛藤をくり，かえしつつ，筆者との信頼関係

は深まっていったように思われる。

　　第8回（Mは髪をアップにして顔が変ったと思え

るほど明るい感じ）寝る前に話をしてやったり，本を読

んでやったりした時や，すごく甘えてくるときに，尋麻

疹はあまり出ないような気がする。だけど精神的なもの

でどうしてこうなるのか不思議でしょうがない。父親と

体ごとぷつかりあうような相手をしてもらっているとき

でも出る。Yにはどんな治療がされているのだろうか。

保育所では全く問題なくうまくやっている。保育所で問

題児と云われている子のお母さんと話したことあるけ

ど，その子は尋麻疹など出ないのに……。

　第9回店がとても多忙。兄妹が階段で衝突して妹が

転がり落ちた。父がか一ときて，ものすごくYを叱っ

た。Yが故意にやったのではないのに頭ごなしに叱った

ことに対していけなかったと思ったけど，とても忙しく

て手が放せず，そのままにしておいた。夕方，「このか

ゆいの何とかならんかな一」と云ったので見てみると，

ぎっしり出ていたのでびっくりして薬を塗ってやった。

筆者はY担当の治療者から聞いたプレイ場面での話（Y

は「甘えたいけど甘えられん」と云った）をMに話す。

それを受けてMが昨夜テレビを見ていたら，ふっとYが

背中におぷさってきて，べたっともたれかかった。こん

なことはなかったことでびっくりした。そのままにさせ

て体をゆすってやったらとても喜んでキャッキャッとは

しゃいだ。M自身，Yは男の子だから甘えたりするのは

よくないと思ってたので，甘えさせなかったというとこ

ろもある。

　第10回　（尋麻疹がひどいので病院に連れていった。）

（医者のいい方に対して）「もうちょっと他のいい方があ

ったろうに」と不満を述べる。Yは，この1週間体の調

子が悪く，嘔吐や下痢をして食欲もない。Mにおぷさっ

てきたり・膝にひょいと抱かれたりして，少しずつだけ

ど甘えを見せている。Yが妹に「お母ちゃんはこわいけ

どやさしいよ」と云っていた。

　第11回　Y誕生までのこと。大阪で夫と知り合い，結

婚して松江に住むようになった。大阪の繁華街で育って

きたので今のような田舎（松江の郊外）の生活は始め

て・8年たった今やっとここが自分の家という気がする

ようになった。Yは母方の初孫だし，父方祖母（後妻）

にとってはやはり初孫なので，生まれるまでMはとても

大事にしてもらったし，Yが生まれてからも皆からかわ

いがられて大変なものだった。Y出産の後大出血して意

識不明になり，その間に母乳はとまって，それでもほぼ

ユケ月は飲ませたけどあとは人工乳のみで育てた。

　第12回　先週1週問Mの実家に帰省。大阪での様子を
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報告。尋麻疹の薬を飲ましていたら，家の者からいろい

ろ聞かれた。「あまり云わないで，気にするから」と云

う。あとで母が，以前預っている時にもあせものような

尋麻疹がでていたと云った。自分は知らなかったけど，

そんな以前からもう出ていたらしい。病気をするとすぐ

泣いたり，甘えたりする。そんな時は不思議と尋麻疹は

でない。これまでの養育態度について語る。（1回目に

語ったようなこと）。小さい頃からよく泣いていたけど，

男の子のくせにメソメソしてはいけないとか邊しく育て

なくてはということでつきはなしていた面がある。Mは

べたっと甘えてくるようなことは好まなかったし，そん

なに甘えさせなかった。家ではとにかくよく泣く。筆者

は，泣くことをYの側に立って考えてみたらと助言。M

は自分の行動を思いかえしてか，多忙さゆえ，いつでも

ゆとりをもって心を開いて接することのできない現実を

思ってか一瞬涙ぐむ。筆者にMの気持がよく伝わってく

る。

　第13回　最近Yが園での様子をボッボツではあるが話

すようになった。祖母がYにうるさく云ってると本家の

お嫁さん（義兄の長男の嫁）が云っていた。祖母（姑）

とMの関係は特に悪いわけではない。気に障ったりすれ

ば，姑の方が全然顔を出さなくなるから，別にそれ以上

悪い関係にはならない。尋麻疹は一向によくならない

し，この忙しいのにわざわざここへ行かなくてもよいと

いうのが姑や夫の考え。Mは前のこと（中断）がある

から，そんなに焦っても仕方がないと思って腹を据え

てるけど，あまり回りがうるさいと本当に治るだろうか

と不安は感じる。だけどYが喜んで来るのだから，いつ

まで続くかわからないけど連れて来ようと思っている。

尋麻疹はずっと同じ調子で出ている。毎夜薬を飲ませて

いる。薬を飲ませているからあの程度なのかとも思う。

薬を飲ませるのは，夜中にワーツと出たらかなわないか

ら。Yの方から薬を飲ませてと云って来たことはない。

筆者は，「尋麻疹はYちゃんの内なるものの表現だと思

われるから，その表現を一時的に抑えてしまっても，根

本的に治るということにはならないのじゃないかしら。

思いきって，Yちゃんが薬を飲むと云わない限り内服薬

はやめて，痒くなった時に，お母さんが塗薬を塗ってあ

げられたらどうでしょう。」と提案する。Mは，そんな

こと出来るだろうかと不安な蕨付きで，「多分ワーツと

ぎっしり出るでしょうね」と云いながらも，この次ま

で，薬なしで出るだけ出してみようと応じる。

　第14回　この前薬をやめたらという話になった時，ど

うしようと不安に思った。だから，Yの方から「薬は

？」と云った時は，内心ほっとした。薬は飲まさなかっ

たが絶えず尋麻疹のことが気になった。服薬はしなかっ

たが，外用薬はよく塗ってやった。薬を塗ってやってる

のを妹が見て羨しく思ったのか「Hちゃんも痒い！　薬

ぬって。」という。塗薬は使っても，服薬しないのに，

ひどくなるということもないようだし，Mが思ってる

程，痒くはないようだ。先月，雪の日，迎えの帰りに，

「こんなに雪が降ったらお母ちゃんよう運転せんわ。送

り迎えもできんようになる」と云ったら，「センター

（相談室）も行かんかね」とYが云った。全然関係ない

話なのに，センターのことをふっと云ったのを聞いて，

「センターへ行く頃には雪はやんでるわ」と答えた。Y

の中に，センターが大きく位置しているようだ。センタ

ーへ通う道中，何となく話しぷりがいつもと違い，ベタ

ベタと甘えた変ないい方をする。

　第15回Mは尋麻疹のことをすっかり忘れる程，おま

けに来所することも忘れてしまっていた。Yに云われて

はじめて想い出した。今までは片時もYの尋麻疹のこと

が頭を離れなかった。Yを見ると尋麻疹はどうかなとい

う感じで，薬を飲ませないとと思っていた。こんなに薬

を常用していることで，もう1年以上も服薬をしている

ことで副作用や薬害があらわれてくるのではと不安だっ

た。薬を飲ませなくてもやっていけるということで，気

分が楽になり，また不安もなくなった。これまで「薬飲

んどこうや。薬飲まんと困るが一」と云ってたことは，

Yが困るのではなくて，M自身が困るということだった

んだということに気がついた。これからも尋麻疹はすぐ

には消えないにしても，薬なしでやっていけると思うと

とても気が楽だし，痒がったら塗り薬を塗ってやればい

いというのんびりした気分になっている。（筆者カ）ら）薬

をやめてみたらと云われた時，そんなことできるだろう

か，絶対できないと思ったけど，結果は予想外だった。

Yはこの頃とてもよく話すようになった。これまではあ

れこれMが話しかけても「うん」とか「ふん」とかだけ

で，ほとんど反応がなかった。のれんに腕おしといった

感じで，何を考えてるのかしらという気がしていた。そ

れが，この頃は，細々としたことをいろいろ話しかけて

くるようになった。また，薬をやめてからとてもよく食

ぺるようになった。Yはここをとても楽しみにしてい

る。Yにはまだここが必要なようだから，Yが行きたが

る間は連れて来ようと思う。

　第16回　最近とても多忙。夕食が遅いので，その問お

やつを食べたりしてるが，父親がそれを見てすごく怒る

（食事の時食べれないカ）ら）。そんなわけで夕食があまり

食べれないと，Mにそっと耳もとで「お母ちゃん，おな

かがいっぱいでもう食べれんけん」と云う。今までは父
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に云うでもなく，Mに云うでもないといった感じで，ひ

とりごとのように云っていたのが，この頃はMだけにそ

っと云う。Mはわかってくれるといった信頼関係ができ

たように思う。

　第17回　Yにせかされてあわてて出かけてユ時間も早

く来てしまった。ずっと考えてみるに，YとMのかかわ

りが密の時には，尋麻疹があまり出ないような気がす

る。

　だけどどうしてこうもしつこく出るのかしらと思うこ

ともあり，本当はどこか，内科的に悪いのではないかと

も思ったりする。ここのところまた状態が悪く，くり返

しだなあと思う。一時忘れるくらいよくなったことがあ

るが，あの頃は店も割合暇で，Yとかかわりがもてたか

ら，やはりそういうことが関係するのかもしれない。再

びYの生いたちについて語る。M自身両親が忙しかった

からちっともかまってもらわなかった。放ったらかしに

しておかれたけど別に尋麻疹はでなかったのに……。

　第18回前に，土・日など忙しくてあまりかかわりの

もてない時によけい出ていたような気がしていたけど，

そうでもないようだ。精神的なものだと云われてもどう

かという気がしている。接触を密にしてやっていても，

出る時は出るし，そんなことは関係ないようだ。こんな

状態が続くようなら夏休みにでも，どこかちゃんとした

ところで診てもらおうと思う。夫は心の底では精神的な

ものを否定していると思う。筆者が尋麻疹を通してYと

のつながりが密になっているのではないだろうかと問い

かけると，Mはしばらく考えて，尋麻疹がでるからいや

でもYのことを考えずにはいられない自分と，父親のY

に対する対し方の違いに気づく。

　第19回　（Yは入学して3日目）ぐったり疲れている

ので「今日センター行けるの？」と聞くと「行く，行

く」と云った。登校に45分もかかるし，重い荷物をもっ

てとても大変だと思う。だけど学校はおもしろいらし

い。

　第20回　尋麻疹はこれまでで最高の出方。「薬飲む？」

と云うと待っていたとばかりに「うん飲む」と云ったの

で薬を飲ませてすぐに寝かせた◎よほど疲れていたらし

く，二階も階下も客があり賑かだったが，ぐっすり寝て

いた。翌朝は気嫌よく起きてきて，尋麻疹もすっかり消

えていた。これまでセンターへ行くことに積極的だった

のに「今日はセンターだよ」とMが云ったら，「センタ

ー行くの？　また」と不服そうに云った。こんなことは

初めてのこと（Mの表情やわらカ））。

　第21回　（Y担当者と合同面接）これまでYの変化は

あまり認められないと述べていたMが，「大分変わりま
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した。」と述べる。何でもないことでもMにしてくれと

云ってくるし，話しかけてくる。べったりくっついてく

る感じ。Y担当者からプレイ場面での変化について話し

てもらう。また，彼女からYが「ぼくユ才ぐらいの時

にもだっこしてもらったことない」と云ったということ

を聞いて，Mはびっくりしたように「本当ですか！」と

聞きかえす。「小さい頃なかなか寝つかず，夜ずっとだ

っこして連れ歩いて寝かしつけたりしたけど，それはY

にとってだっこされたという感じではなかったんです

ね」と云う。

　第22回　これでもう尋麻疹は出なくなるのかと思って

いたけど，やはりまだ親子関係も危っかしい気がする。

ちょっとのことですぐもとにかえってしまうような気が

する。前回のYの云ったことばがショックで，Yの幼時

のことをふりかえって考えた。「やはり私自身に一番の

問題があったんだと本当に思いました」としんみり述べ

る。

　第23回　「これまでは尋麻疹が出ても，Yの方から『薬

塗って！』ということはなく，痒そうにかいているのを

見て，Mが『薬塗ってあげようか』というと『うん』と

いう感じだったのに，自分からr塗って』というように

なったのは変わりましたね」と筆者が云うと初めて気が

ついたように「そう云えばそうですね」と頷く。Mが暇

ができてボケッとしていたりすると，そばに寄ってきて

話しかけたり，背中からもたれかかったりしてくる。忙

しい時はよくわかっていて，絶対にそばに寄って来な

い。その点Yはとても敏感である。これまでMの布団の

中に入って来たりしなかったのに，Mが「入っていい

よ」というとす一と入ってくる。以前だったらそう云っ

ても「（入らなくて）いい」と云って入ってこなかった。

　（3〕後期（第24回5／12～第29回7／17）

　体中，これ以上出ようがないというほど激しい尋麻疹

が出たあと，徐々に症状は消減していった。MはYの尋

麻疹のことを忘れてしまうほどになり，ゆったりした気

分でYと関われるようになった。「死ぬまでセンターに

通う」といっていたYも友だちと遊ぷ方がいいようにな

り，終結に至った。

　第24回　登校が大変な様子。砂挨の遣を長時間歩いて

帰るので，ランドセルは挨で字が書けるほど。尋麻疹は

Mは8分どころもうよくなるという気がしている。夫も

治るという確信をもつようになった。姑，義兄，夫など

の人問関係について，その複雑な関係を話す（前述）。

Mも筆者も終結が間近いと感じる。

　第25回　Yはまだセンター来所を楽しみにしている。

Mはもうセンターへ行かなくてもいいと云ってくれない
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表　1　母親陳述による尋麻疹の状態

期1回

初

期

中

期

1

3
4

5

6

7

8

9

ユO

11

12

ユ3

14

症　　　　　　　　状

2週間前から発疹がかなりひどくなってきた。

薬を付けてもよくならない。

この前からずっと出っぱなし。体中バーと出て

いるが，気にしないようにしている。よほど痒

い時には薬を塗ってくれという。服薬も本人ま

かせ。

前回以後出なくなった。

3日ほと前の夜，パンツの紐のあとに左右ひと

つずつ湿疹のあとがあった。Yは蚊に噛まれた

から薬をつけてくれと云ってきた。Mは「あ

一，またでたわ」と思ったけど，「蚊に噛まれ

たね」といって，薬をつけてやる。薬は飲んで

いない。

出たりひいたりのくりかえし。今も少し出てい

る。この間，ぎっしり出たことがあって，皮膚

科にかかった。

「ず一と出てますわ！毎日」。薬を飲んでいて

も出る。N病院（総合）にかかった方がいいの

だろうかと考えたりする。

ここのところずっと同じ調子で出ているので服

薬も続けている。

「やっぱり出てますよ，ず一と」。薬の回数を減

らすととたんに多く出るので，毎日1～2回は

服薬させている。

尋麻疹が今最高に悪い状態。首の方まで出てい

て，薬を飲んでもきかないから，明目N病院に

行こ。うと思っている。この頃夜尿もある。

N病院に行ったけど，ろくに体を見もしないで，

「検査で異常がでていないから，この尋麻疹は

治らないでしょう。薬を飲むのはかゆみをとめ

るだけです。尋麻疹そのものを治す薬なんかな

いですよ」と言われた。先月の20日頃から，も

う1月以上もずっと状態は悪い。一目3回薬を
飲ませてもずっと出ている。

あいかわらずずっと出ている。薬は夜は必ず飲

ましているけど，飲まさなければどうなること

かと思う。ぎっしり出ていて，痒いだろうと思

うげど，かいてくれとか，薬をつけてとは言わ

ない。この頃は，おなかより，背中の方にいっ

ぱい出ている。

ずっと同じ状態で出ている。ひどくもならず軽

．くもならず，といった状態で固定した態じ。

大体ずっと同じ調子で出ている。毎夜薬を飲ま

しているからあの程度なのかとも思う。Yの方

から薬を飲みたいと言ったことはない。

（服薬中止してみる）「やっぱり出てますわ」

10目間のうち薬を飲ましたのは4目だけ。

1期

中

期

後

期

1回

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

　　　　症　　　　　　　　　状

この1週間，1度だけ，「痒いから薬を塗って

」といった。　「薬飲んどく？」と聞いたけど

「いや」といったので「まあいいわ。ひどくな

ったら，また飲まそう」と思った。そのあと一

度も塗ってくれとも言わなかった。

3日間とてもひどかったけど，Mが薬をつけて

あげようかと言っても，「つけなくていい」と

言う。あとはほとんど出なかった。

ずっと出ている。日曜日の夕方，あまりひどい

ので「薬飲む？」と聞くと「飲む」といったの

で飲ませた。

「ずっと変わりませんわ。ずっと出てます！」

と投げつけるように言う。だけど外用薬だけつ

かっている。

（Mいらだち。精神的なものを否定したい気持）

（小学校に入学して3日目でぐったり疲れてい
る）

頭の中から首，額など今まで出ていなかったと

ころに出るようになった。

前回ここからの帰り尋麻疹はますますひどくな

って。車の中でも痒がった。「どうしてこんな

にずっと出ているの？」とYが言った。これま

でで最高の出方で，薬を塗ってやろうにも，ど

こに塗ってよいかわからない程。出るだけ出た

ら消えるのでは……という気もする。

尋麻疹はほとんど出なくなり忘れるくらい。

「また出ました」。でも，この前ほどひどくな

い。

尋麻疹は出たり出なかったり。ユ週間のうちひ

どく出るのはユ目ぐらいで，全く出ないのも1

～2目あとは少し位出ている。

ポツポツと2～3個出ているけど，この1週間は

1度も薬をつけなかった。昨年の暮以来初めて

のこと。掌のつけねのところにポツンと赤くは

れて出ていたのをMが「どうしたの？」と聞い
たら「またかゆいのがでてる。ぼくだけどうし

てこんなのが出るんかなあ」とYはつぷやく。

（2週間ぷりの来室）もうほとんど出なくなっ

た。出てるかどうかさがさないとわからないほ

ど。Mも忘れていることの方が多い。

もう全く出なくなった。

（3週間ぷりの来室）前回の後よりまたボツボ

ツと出はじめた。足の甲にぎっしり出た。

（12目ぷりの来室）もうずっと出ていないし，

Mも出てるかどうかも気にならなくなった。
「薬ももうすててしまいました。」

（11日ぷりの来室）全く出なくなった。
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のかと思うけど，まだまだセンターへ行くことを楽しみ

にしているようで，友だちと遊んでいても時問には必ら

ず帰ってくる。一皮失敗してるから，今度はもう絶対大

丈夫というところまで，Yがここへ来たくなくなるま

で続けようと思う。この間ごろまではYにとても気をつ

かったし，こんなこと云っていいのだろうかとか，云っ

てしまってからあんな云い方はいけなかったと思ったり

したが，今はそんなこともあまり気にならなくなった。

夫はYがMにべったりなので，妹の方をとてもかわいが

る。これまでのことを振り返り，尋麻疹がでなかったら

MのYに対する思いは，現在のようではなかったと思う

と語る。筆者は，MのYへの思いやり，愛情がにじみで

るような話しぷりだと感じた。

　第26回　この前帰宅す．る車の中で，「Yちゃん，もし

センターへ行きたくなかったらもうやめていいんだよ」

というと，「ううん，ぼくず一と行くもん，死ぬまで行

くよ」と答えた。Mもそれを聞いて，Yはまだまだセン

ターから離れられないんだと感じた。それから一週間，

一度もセンターの話はしなかった。Mがr今日センター

だけどどうする？」というと，「行く行く」と云った。

多分Mが云わなかったら，今日はセンターのこと思い出

さなかったかもしれない。行く準備をしてから「センタ

ーどうしようかな…」とちょっと云ったけど，一緒に出

かけてきた。

　第27回（3週ぷりの来所。先週予約の日Yは友だちと

遊ぷ約束をしたカ）らセンターへ行かないとMよりte1。）

この頃Mがしつこくいうと「う一ん」とか「うるさいな

一」とか云うようになった。これまではしつこく云って

も黙っていたけど，ずいぷん変ったと思った。自分の意

見が出せるようになったんだと思う。家庭訪問があり，

学校でのYの話を聞く。学校ではのびのびしてくったく

がないと云われた。

　第28回　Yが「算数の宿題せんならんからセンター行

くのやめようかな」と云った。算数の宿題があっても，

いつもは友だちと遊ぷほうが先で，夜になってからちょ

こっと片づけるといった風で，宿題が理由とは考えられ

ないと思う。やはりもうY自身センターへ行くのが億却

になってきていると思われる。この頃では，センターの

ことなどYの口から出たことがない。筆者は，終結につ

いて話し合い，Yにも確かめてみようと伝える。再び治

療経過についてMとともにふりかえって話す。Mは，

「私が治療をうけていたんだと思います。（プレイの場で

現われるYの行動が家庭での関係を反映するなど）はじ

めは信じられなかったです。そんなことあるだろうか

と。だけどここへ来て私が治療を受けたから，Yちゃん

が変ったんだと思えるようになりました」と述べる；

　第29回　Yの元気な様子について話す。センターのこ

と云わなくなったことと，もう一つはめったに泣かなく

なったこと。今思えぱ泣くことで自己主張していたのだ

と思う。本当にYは遅しくなってきた。MはYの症状の

波に一喜一憂しながら，自分自身のYへのかかわり方が

Yに変化をもたらしたことを実感として晴れやかに語

る。「ほんに勉強になりました。Yちゃんがあんなにな

らなかったらきっと私はあのままだったと思います。そ

して，もっと大きくなってから症状が出たとすれば，も

っともっと大変だったと思います。この後また何か親子

の間であったとしても，うまくやっていけるような気が

します。」筆者もMと同じように将来に明るい見通しを

もちながら終結とする。Yもセンターへの未練なく遅し

く去っていった。

1V．考　　　察

　情緒反応の過敏な子どもは，身体的な過敏性を同時に

もつことが多いと云われている。これは自律神経の過敏

性と関係が深く，その一部は，体質的あるいは遺伝的素

因とも考えられ，この傾向の強い子どもが情緒障害を起

こすと精神身体症状を現わすことが多い（高木・1969）。

また高木によれば，過敏性（神経質傾向）を強める環境

因子としては，物的，地理的環境や家族の状況，同胞順

位などの静的条件より，両親の性格や親子問の精神的つ

ながりの深さ，直接には，しつけや教育態度などである

ことが明らかにされている。

　本事例においても，Y自身の体質的，索質的要因に加

えて，母子間の力動性，養育態度，家庭環境，母親の性

格特徴，それらと密接にかかわるYの生育歴などいくつ

かの要因が発症につながるものとして考えられるが，以

下若干考察していきたい。

　Mの養育態度は，「昼問祖母にまかせて甘やかされて

いるから，自分はきちんとしつけなければ」という意識

が強かったようであるし，男の子だから「甘えたりする

のはよくない」，「退しくなければいけない」，「メソメソ

してはいけない」という男の子らしさを期待する傾向が

みられる。また，Mは淡白な性格で，「あまり甘えられ

るのはいや」で「べたべたされるのは気持悪く」，「（自

分）一人でないと寝れないから添寝などしてやれない」

など，子どもとの間に距離を置いていたと推察される。

Yの方も親の気持を敏感に感じとって，「あまりべたべ

たくっつかない」「手のかからない子」で，「妹の面倒を

よく見る」「親離れのよい子」であったとMは述懐して
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い乱　YにとってのMは，「甘えたいけど，甘えられな

い」存在で，実際にはなかなか寝つかないYをだっこし

て寝かしつけたという経験がMにはあるのに，Yはプレ

イ場面で「ぼく1才ぐらいの時にもだっこされたことが

ない」と述べ，また保育園の一日保母では，Mを全く無

視するかのように傍にも寄って来ず，Mに「変な感じ」

を抱かせるような態度でMを意識している。

　母子関係は云うまでもなく，母と子の相互交渉によっ

て安定もし，不安定にもなるという力動的関係である

が，Y母子の関係は，＜心理的すれちがい〉，＜歯車の噛

みあわなさ〉が窮われ，基本的信頼関係が形成されてい

なかったようである。

　Yの生育吏を辿ってみると，前述したように，1才半

でMが店に出たため，祖母に養育され，2才2ケ月で保

育所へ入所（5ケ月問泣きどおしで登園を嫌がった），

3才の時，妹出生，3才4ケ月の時，2ケ月問祖父が病

気のため遠く離れたMの実家に預けられるなどの出来事

が特記できる。安定した母子関係が確立されないまま，

急激な母子分離が行なわれると，子どもの緊張感，不安

感は極度に達し，Yは，「しょげかえっていて見てられ

ない」と祖母から電話があるほどの樵悼状態となったこ

とは当然のことと思われる。しかし，多忙のため，それ

からユケ月経ってやっとMは迎えに行ったということ

で，Mも「あの時は，本当にかわいそうなことをしまし

た」と当時を涙ぐみながら回想していたが，幼いYにと

っては，強烈な心的外傷となったと推察される。アモン

（Amon，G1979）が「子どもの心身症状は，母親とのコ

ミュニケーションの断続を知らせるものである」と述べ

ているように，Yの尋麻疹という症状は，母親に対し

て，自らの身体に絶えず眼をむけて欲しいという無意識

の訴えであり，叫びであったのだと云えよう。

　次に，約1年にわたる面接経過をふりかえって，母子

関係の変化をみてみたい。

　初期は，5ケ月間に10回と未だ面接は軌道に乗らず，

Mにとって母親面接の意義は認められない。話の内容も

表面的であまり深まらず，淡々とした口調で語られた。

Yの尋麻疹は心因性であると医師に診断され，心理治療

を受けに来所したのだが，一時症状が沈静すると，Yは

まだ来所したがっていたにも拘らず，早々と来所を中断

してしまう。しかし，まもなく症状が再発して治療が再

開された。当初は主としてYの生育吏，Mの養育態度に

ついて語られた。Mはこれまでの養育態度（「あまり甘

やカ）すことをしなかった」「話しかけてやることも少な

かった」などその他前述）をふりかえって反省し，かか

わり方を気づかうようになっていくが，まだ自分と子ど

もとの力動的関係の否認や治療に対するアンビバレント

な感情が強く感じられた。一方Yの方は，これまでに同

じ治療者によって8回の遊戯療法を受けているので，再

開されると早くも治療的退行を来たし，べたべた甘えた

り，幼児語が出現したり，さらには情緒的解放が促進さ

れて攻撃性が強まり，保育園から苦情が出たりしたほど

である。この時期の甘えに対してMは，急に子どもが変

わって甘えを見せ始めたことに戸惑いを感じていた。筆

者は，遊戯治療によるYの変化と母親としてのかかわり

方について助言した。面接中期になると，Yの尋麻疹は

消失するどころか一層増悪し，Mは「心因性」に疑問を

抱き，専門医に連れていくが，安心できるような応待は

得られず焦燥感を募らせた。一向に消失しない症状に対

して，夫や姑は，多忙な中，Mが出かけていくことに理

解を示さなかった。Mとしては，一度中断しているか

ら，今度はYが行きたがる間は連れて来ようと覚悟はす

るものの，本当に治るのだろうかとの不安は消えなかっ

た。ユ3回目に筆者は，薬の中止を提案し，Mは不安を抱

きながらもそれを実行に移した。結果は予想外で，症状

は服薬と関係ないことがわかり，尋麻疹を正面から受け

入れようという気持になった。尋麻疹が出た時に，Mが

Yを間近にひきよせ，やさしく薬を塗布してやっている

情景は，妹が羨ましがるほど暖かく，母と子のふれ合い

の場であって，そんな形でのスキンシップが，深く快い

母子の心のつな如りの場となったと推察される。それま

では，痒くても薬を塗ってほしいと要求しなかったY

が，自ら「薬塗って！」と云って来るようになった。M

は内服薬を常用していることで，服薬による副作用や

薬害が，絶えず心にかかっていたが，服薬させなくても

やっていけるということで気持が楽になった。そして，

「薬飲んどこうや，飲まんと困るが…。」と云っていたの

は，Yが困まるのではなくて，M自身が困まることだっ

たということに気づくようになった。Yは，テレビを見

ているMの背中にひょいとおぷさってきたり，保育園で

の出来事でも細々と話すようになったり，Mの布団の中

に入って来たりと徐々にMに索直に甘えが出せるよう

になり，Mには何でも話せるという感じで信頼関係が深

まっていった。

　しかし，Mは長びく症状に，やはり精神的なものを否

定したくなったり，筆者やY担当者に対する不信感も揺

れ動いていたので，21回では，Y担当者を交えて3人で

話し合う機会をもった。そこでY担当者から，Yが，

「ユ才ぐらいの時にもだっこしてもらったことがない」

といったということを聞いて，Mは大変ショックを受け

た。そして，次回でMは，「Y4才の頃，家族で天神祭
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に出かけた。大勢の人で押し流されそうになった。夫は

下の子をだっこしていて，MはYがつぷされると思って

抱き上げて，ずっと人波の中を歩いていったら，Yはと

ても嬉しがった。人が少なくなったところで下したら，

もっとだっこしてくれと云った」ことを回想し，これま

でずっと忘れていたけど，「だっこしてもらってない」

とYが云ったことを聞いて，あの時のYの表情や情景を

想い出し，「やはり私自身に一番問題があったんだと本

当に思いました。」と洞察に到った。18回目のあと，Y

は小学校に入学し，片道45分もかかる道のりを徒歩で通

学するようになった。環境の変化に伴うストレスや疲労

も影響してか，尋麻疹はこれまでにない程，全身に現わ

れたが，24回目以降は減少していった。この頃の母子関

係は，Mがしつこく云うと「うるさいな一」と云うよう

になり，自分の意見や気持が出せるようになってきた。

25回では，長い治療経過をふりかえり，Yの尋麻疹を通

してこれまでの母子関係，養育態度に気づかされ，まさ

に母子ともに育ち合うことができたことを感慨深く語っ

た。28回では，「私が治療を受けていたんだと思います。

（プレイの場であらわれるYの行動が家庭でのそれを反

映するなど）そんなことあるだろうかと初めは信じられ

んかったです。だけどここへ来て私が治療を受けたか

ら，Yちゃんが変わってきたんだと思えるようになりま

した」ととても穏かな表情で語るJ死ぬまでセンターに

通うと云っていたYも，センターに行く日を忘れるくら

いで，友だちと遊ぷことに熱中するようになり終結に至

った。

　並行母親面接の利点及び問題点については，小此木

（ユ969），田畑（1980），河合（1982），滝口（ユ986）に報

告されている。母親と子どもの関係，母親と治療者の関

係，母親自身の問題，その他によって，面接の目的，経

過はさまざまであると思われる。本事例の場合，母親の

パーソナリティの問題，夫や姑を含めた家族力動につい

てはほとんどふれなかった。母親は，子ども担当者との

合同面接をするまでは，絶えず心理治療に対してアンビ

バレントな状態であり，そのこと自体が母親の自我を防

衛する方法であり，母親の精神内界に深く踏みこまない

形での面接に終始したが，親の役割の洞察と遂行，親自

身の安定，子どもとの信頼関係の成立という課題は達成

されたのではないかと考える。筆者は，母親MさんとY

ちゃんを通じて実に多くのことを学ばせていただいた。

V．　ま　と　め

　5才6ケ月の長男の慢性尋麻疹が精神的なものである

と専門医に診断され，心理療法をすすめられて来談した

母親に対して，子どもの遊戯療法と並行して，母親面接

を約1年間，計29回行なった。

　その面接経過から，子どもの尋麻疹発症の要因および

母子関係の変化について考察した。

　尋麻疹発症の要因としては，子ども自身の索質的，体

質的遇敏性に加えて，母子問の力動性，養育態度，母親

の性格特徴，それらと密接に関わる子どもの生育史など

が考えられた。子どもは，長男として期待され，母親の

理想とする男の子像の枠の中で，幼児期充分甘えさせて

もらえなかった。子どもにとっての母親は，「甘えたく

ても甘えられない」存在で，母子問にくい違いが多く，

ぎこちない関係であったが，治療の経過にともなって，

母子間の心の交流が深まり，信頼関係が成立し，それに

つれて，尋麻疹は消失していった。母親面接でなされた

ことは，母親の役割の洞察と遂行，親自身の安定，子ど

もとの信頼関係の成立であったと考えられる。
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